コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	



		
			
				
					Page:死霊解脱物語聞書.pdf/50

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは校正済みです
導師（だうし）

顕誉（けんよ）上人
拝顔（はいがん）
之（の）
砌（みぎり）度〻
懇望（こんぼう）仕
直（しき）の御
咄（はなし）を
深（ふか）く
耳（みゝ）の
底（そこ）にとゞむといへとも本より
愚癡忘昧（ぐちもうまい）の
身（み）なればかく
有難（ありかたき）き
現證（けんしやう）
不思議（ふしき）の事ともを日を
經（へ）んまゝあとなく癈
忘（ばう）せんほいなさに
詞（ことは）のつたなきをかへりみず
書記（かきしる）し
置者（おくもの）也
猶（なを）此外にも
累（かさね）と村中との
問答（もんどう）には
聞落（きゝおと）したる事あるべきか。


		
顕誉（けんよ）上人
助（すけ）か
灵魂（れいこん）を
吊（とふらひ）給ふ事





比は
寛文（ぐわんぶん）十二年。
飯沼（いゝぬま）
寿龜山（じゆきさん）
弘經寺（ぐきやうじ）にて。四月
中旬（ちうしゆん）
の
結解（けつげ）より。大
衆（しゆ）一同の
法問（ほうもん）。十七日に
始（はじま）り。三
則目（そくめ）に
當（あたつ）
て。十九日の
算題（さんだい）は。
發迹入源（ほつしやくにふげん）の
説破（せつは）なれば。
各〻（おの〳〵）
真宗（しんじう）
の
利剱（りけん）を
提（ひつさ）け。
施化（せけ）
利生（りしやう）の
陣頭（ぢんとう）におゐて。
法戦場（ほつせんでう）に

火花（ひはな）をちらし。
右往左往（うわうさわう）に
勝負（せうぶ）をあらそひ。
単刀直入（たんとうじきにふ）の
はたらき。
互（たがい）に
隙（ひま）なき折から。
祐天和尚（ゆうてんおしやう）も
今朝（けさ）より
数度（すどの）
かけ
合（あい）に。
勢力（せいりき）もつかれたまひ。しばらく
息（いき）をやすめて。
向（むか）
ひをきつと
詠（なが）めたまへば。
羽生村（はにふむら）の庄右衛門。只今一
大事（だいじ）
の出來し。
咽（のんど）にせまる
風情（ふぜい）にて。祐天和尚の御
顔（かほ）をあから
めもせず。守り
居（ゐ）たり。
和尚（おしやう）此よし御
覧（らん）して。いかさま此
者（もの）
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